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ま

か

ちど

スポーツの秋を満喫！
「第3回村民スポレク祭」

福部中学校全体同窓会
思い出話に花が咲く

町民手作りの
ミュージカル上演

伝統文化を引き継ぐ
神楽獅子舞い

　

空
高
く
澄
み
渡
り
、
さ
わ

や
か
な
風
が
吹
く
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
。
十
月
十
一
日
（
月
）
体

育
の
日
、
佐
治
小
学
校
体
育
館

で
佐
治
村
と
し
て
最
後
の
村
民

ス
ポ
レ
ク
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
縄
跳
び
、
綱
引
き
な
ど
の

村
内
七
組
に
分
か
れ
て
の
対
抗

戦
と
腕
相
撲
、
宝
釣
り
な
ど
の

個
人
競
技
に
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
会
場
は

元
気
な
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

十
月
十
日
（
日
）、
福
部
村

中
央
公
民
館
で
福
部
中
学
校
同

窓
会
「
福
砂
会
」
の
全
体
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
市
と
の
合
併
後
も
福
部

地
区
を
愛
し
、
福
部
中
学
校
の

伝
統
を
保
ち
続
け
て
い
こ
う
と

計
画
さ
れ
た
同
窓
会
に
は
、
約

百
八
十
人
の
卒
業
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
懐
か
し
い
顔
ぶ

れ
に
話
を
弾
ま
せ
、
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

鹿
野
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
さ
く
ら
姫
物
語
」
が
十
月

十
七
日
（
日
）、
鹿
野
中
央
公

民
館
で
上
演
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
訪
れ
た
約
千
二
百
人
が
時
代

ロ
マ
ン
に
浸
り
ま
し
た
。

　

町
内
に
伝
わ
る
伝
説
を
も
と

に
創
ら
れ
た
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
は
、
大
道
具
や
役
者
の
衣
装

を
町
民
ス
タ
ッ
フ
が
手
作
り
で

作
成
。
町
民
手
作
り
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
と
し
て
役
者
、
裏
方
が

一
丸
と
な
っ
て
舞
台
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
十
七
日
（
日
）、 

河
原

町
北
村
集
落
で
、 

秋
の
北
村
神

社
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り

で
は
、
神か

楽ぐ
ら

獅
子
舞
い
が
披
露

さ
れ
、
集
落
内
は
祭
り
一
色
と

な
っ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
東
部
は
、
麒
麟
獅
子

舞
い
が
有
名
で
す
が
、
町
内
で

は
二
集
落
が
神
楽
獅
子
舞
い
を

伝
承
し
て
い
ま
す
。「
約
三
百

年
前
か
ら
続
い
て
い
る
神
楽
獅

子
の
文
化
を
途
絶
え
さ
せ
た
く

な
い
で
す
」
と
、
舞
い
を
終
え

た
有
田
登
さ
ん
が
文
化
の
大
切

さ
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。


